
〈保護者のみなさまへ〉
新型コロナウイルスの影響もあり、行事等が予定通りに実施できなかったこともありま

したが、保護者のみなさまのご理解とご協力をいだだき、無事に一学期を終えることがで

きました。本当にありがとうございました。この４ヶ月（授業日にして７０日）の間、子

どもたちは感染拡大防止により行動が制限された中でも、さまざまなことに全力で前向き

に取り組みました。その姿に頼もしさを感じることも多くありました。大変うれしく思っ

ています。

さて、いよいよ夏休みが始まります。この夏休みをどのように過ごすのか、子どもたち

には以下のことについて話をしました。

○一学期の疲れもあるので、体と心をしっかりと休めること。また、規則正しい

生活を通して、健康の保持・増進を図ること。

○今までの学習を整理し、復習を行うこと。不得意な学習内容を克服すること。

○本を読んだりして、教養を高めること。

○家事の手伝いをしたり、地域のためにできるようなことがあれば挑戦してみること。

夏休みは、普段の授業日に比べ自由になる時間が多くなります。友達と遊びに行ったり

する際には、門限を守り、夜遊びや外泊をしないようにご指導のほど、よろしくお願いい

たします。また、良い意味でも悪い意味でも今までの自分の世界とは違ったさまざまなこ

とに興味・関心をもったりすることもあります。SNSによるさまざまな人との関わりも生ま

れてくることも考えられます。保護者のみなさまにおかれましては、この夏休み期間中も

引き続き子どもたちを温かく見守っていただきますよう、よろしくお願いいたします。

〈タブレット端末を活用した家庭学習について〉

国のGIGAスクール構想に基づき、有田市におい

ても子どもたちに一人一台のタブレット端末の整

備が行われました。授業においても活用を進めて

いるところです。右は今年度の全国学力・学習状

況調査質問紙調査の本校３年生の回答状況です。

ほとんどの生徒がICT機器を使うのは勉強の役に

立つと考えています。また、子どもたちのタブレ

ット端末には、自分で問題を選んで自分のペース

で学習できる「タブレットドリル」が入っていま

す。自動採点機能もあり、学習の履歴が蓄積されていくようになっています。

「勉強とは本来、やらされるものではなく、自分からするもの」「勉強しなさいと言い

過ぎると、子どもは勉強はやらされるものだと思ってしまう。よく聞く言葉ですが、なか
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なか難しいことだと思います。子どもたちが自分

で学習に取り組めるようにするためには、子ども

たちが自ら学習の目標を持ち、進め方を見直しな

がら学習を進め、その過程を評価して新たな学習

につなげるといった、自己調整を行うことができ

るようになること。そして、粘り強く取り組める

ことが必要です。子どもたちが持ち帰ったタブレ

ット端末を活用して、粘り強く自分

の学習を調整しながら主体的に学び

を進めていってほしいと願っていま

す。また、子どもたちには「有田市

GIGAスクール端末利用のガイドライ

ン」を配布し、タブレット端末は自

分の学習用に有田市から貸し出して

いるものなので、学習に関係のない

ことには使わないように指導してい

ます。今一度、「有田市GIGAスクー

ル端末利用のガイドライン」を子ど

もとともにご確認いただきますよ

う、よろしくお願いいたします。

〈東京オリンピック・パラリンピックについて〉

この夏には延期となっていた東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。近代

オリンピックの始祖、クーベルタンが唱えたオリンピックの精神は、「スポーツを通して

心身を向上させ、文化・国籍などさまざまな違いを乗り越え、友情、連帯感、フェアプレ

ーの精神をもって、平和でよりよい世界の実現に貢献すること」です。国や地域といった

垣根を超えて人や情報、資本（お金・モノなど）が行き来し、お互いに影響を与え合うと

いったグローバルな時代を生きていく子どもたちにとって、このオリンピック精神は、大

変意味深い言葉であると感じます。この機会に、子どもたちにオリンピック・パラリンピ

ックの意義について勉強してほしいと思います（保健体育の教科書にスポーツ大会の意義

について掲載されていますので、知っているかもしれませんが・・・）。

また、オリンピック・パラリンピックにまつわる番組等を子どもと一緒に視聴したり話

題にする機会もあるかと思います。メダルや記録だけではなく、オリンピック精神にある

友情や連帯感、フェアプレー精神、さらには努力、感謝と謙虚、人としての強さなどの視

点から、アスリートの活躍する姿を通して、どんなことを感じたのか、何を思ったのかな

ど、ぜひ子どもと話し合う機会をもっていただければ嬉しいです。
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